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【はじめに】国際労働機関の看護職員勧告を満たし、かつ日本看護協会の夜勤・交代制勤
務に関するガイドライン案（2011 年）にも則った 12 時間二交代制勤務の有用性について、
他の交代制勤務経験者に限定した比較調査を行い、看護師に高評価であることが前報で明
らかとなった。今回は対象病院の看護師全員を調査したので報告する。  
【研究方法】12 時間二交代制勤務を行っている 2 病院の看護師全員を対象に、質問紙調査
を実施した。データ分析は SPSS. Ver.19 を用いた。記述内容は質的帰納的分析を行った。 
【倫理的配慮】本研究は所属大学倫理委員会の承認を得た。  
【結果】2 病院合わせて 1480 名分の質問紙を配布し 690 名の返送があり（回収率 46.6%）、
有効回答数は 654 であった。対象者の年齢は 20 代が 64.5%で、平均勤続年数は 6.3 年であ
った。１ヶ月あたりの各勤務の平均回数は日勤 7.4 回、日中勤（約 12 時間）4.5 回、夜勤
（約 12 時間）4.3 回、平均休日日数 11.8 日、休憩時間の平均は日勤 44.0 分、日中勤 84.2
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